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GIGA スクール構想の推進に伴うタブレット PC 等の整備とともに、義務教育段階の学び方が変わ

っています。さがみはらGIGA 通信では、相模原市立小中学校等が取り組む、タブレット PCを効果

的に活用した新たな学びの姿を、令和４年度も引き続きレポートしていきます。第１１回は小学校１

年生の様子をお届けします！ 

 

タブレット PCを「当たり前」に 

６月、小山小学校の１年生では、理科の授業でタ

ブレット PCを活用していました。タブレット PC

を活用する授業は３回目でしたが、授業前にログ

インをして準備できる児童が多く、楽しみにして

いる様子が見られました。 

学習課題は「アサガオの

撮影」。アサガオの苗を観察

するとともに、カメラ機能

で撮影し、自分の視点を持

った上で記録に残すことを

課題としました。 

先生が事前に撮った３種

類の写真を黒板に提示する

ことで、子どもたちは写真

の撮り方によって苗の見え

方に違いがあることに気が付き、写真を撮るとき、

距離や角度を工夫することで様子を分かりやすく

記録に残せることを理解しました。児童が実際に

写真を撮りに行ってみると「近くから」や「中腰の

位置から」「離れた位置から」「向きを変えて」「タ

ブレット PCを立てて」など、各自記録に残したい

苗の様子を探して撮影していました。教室に戻る

と、一番残したい写真

をプレビューで再生

し、お互いに見せ合う

など共有する場面もあ

りました。 
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今回活用した機能 

Chromebook カメラ 

１人１台端末を使い相模原市立学校で育成する情報活用能力の各要素（小学校１年生段階） 

▲写真の撮り方を工夫す

る様子。 

◀様々な角度や距離から

撮ることで見え方や明

るさの違いに気付くこ

とができました。 
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▼ ▲タブレットPCを準備して授業を始める様子。 



こうして実現!１人１台活用の工夫 

小山小学校のこの取組は、どのような工夫で実

現されたのでしょう？１年生担当の先生にインタ

ビューしました。 

児童がタブレット PC を使えるようになるため

の工夫やおすすめはありますか？ 

現在は、次年度以降を見据えて、学校で１年生の

「Chromebook スタートアッププラン」の作成を試

みています。学年や学校で組織的に取り組み、子ど

もたちが日常的に活用できるような環境づくりを

大切にしています。 

児童が上手に使えるようになるために、どのよう

に約束をつくっていますか？ 

「さがみはらGIGA スクールハンドブック」を基

に、学校で作成した「１０の約束」のうち「①学び

を深め、人の幸せにつながるような使い方をしま

す。」からスタートして、常に振り返りながら、子

どもたちと一緒に改善していきます。 

最初のうちはトラブルがあったと思いますが、ど

のように解決しましたか？ 

隔週で「モラルタイム」の時間を設け、その時間

を中心に指導しています。「それは、学びを深め、

人の幸せにつながるような使い方になる？」と「１

０の約束」を基に、振り返って考えさせながら解決

していきます。 

１人１台環境の学びで期待していること、児童に

期待していることはなんですか？ 

 自分や周りの人の幸せにつながる使い方を考

え、タブレットＰＣを問題解決の手段の一つとし

て、役立てていくことを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲フリックやピンチの操作は慣れている様子。日常生

活の中で使っていることが、１年生でもわかります。 

▲あさがおの成長について「気持ち」「観察」「疑問」

を付箋に書いて掲示した様子。タブレット PC で

は、再現できない製作物になりました。課題に対し

て意欲や関心が高まり、あさがおの成長と向き合う

態度が育っていく様子が感じられる。カメラで記録

に残したいという気持ちが高まっていました。 

▲先生が話しているとき、つい端末に目を向けてしま

う児童もいますが、「はなしているひとのほうをむき

ます」と、教室掲示の約束を確認していました。教

科書やプリントでも同じですね。端末を使っても、

使わなくても同じ。もう特別なものではなく、当た

り前にある学習用具のひとつです。 

▲先生と課題を共有しグループで取り組む様子 

相陽中学校の１年生はこんな授業をしていました 

◀弥生・古墳時代のリ

ーダーについて、グ

ループで考える授

業。教科書やノート、

インターネット検

索、動画資料等、様々

な見方や方法で情報

を集め、それをもと

に話し合いを進めて

いました。 
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▲ノートに記入する生徒 

学びやすさや思考の特性による 
学習の多様化を認め、促すことが大切 

学びやすさや思考の特性による 
学習の多様化を認め、促すことが大切 


